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ら、IHC の煩雑性に加え TME の評価法は様々で統一された見解は得られていないため、
ルーチン化されていないのが現状である。本研究では、口腔扁平上皮癌における腫瘍間
質境界部の線維増生に着目して、HE 染色標本上で簡便に評価できる borderline 
microenvironment fibrosis(bMF)の有用性について検討した。 
 
 研究方法   
2004 年 1 月〜2017 年 5 月の当科で加療した口腔扁平上皮癌 1 次症例 236 例（生検組
織あるいは手術切除標本）を対象とした。動注化学療法やネオアジュバント症例は除外
した。HE 染色標本を用いて、200 倍視野で癌の発育先進部における腫瘍から 100μm
範囲の間質における組織像について 50%を超えて線維細胞もしくは線維芽細胞が占め
るものを bMF 陽性症例と定義し、bMF と性別、T 因子、N 因子、Stage、Grade 分類、
浸潤様式（YK 分類）の各臨床病理学的因子との関係ならびに治療成績（OS：overall 





236 例中、bMF 陽性は 110 例、陰性は 126 例であった。単変量解析では、腫瘍径(T
因子)、リンパ節転移(N 因子)、Stage、Grade 分類、浸潤様式(YK 分類)と bMF 陽性と
統計学的に有意に関連を示し(T:p<0.001、N：p=0.002、Stage：p<0.001、Grade 分類：
p=0.037、YK 分類：p<0.001)、さらに Cox 回帰分析による多変量解析を行った結果、
bMF は OS,PFS の独立予後因子となった（OS:ハザード比 1.960、95%信頼区間
1.091-3.522、p=0.024 /PFS：ハザード比 2.254、95%信頼区間 1.397-3.637、p=0.001）
また、サブグループ解析では早期癌、さらにその中でも中〜低分化癌で bMF 陽性例は




から、簡便に評価が可能な bMF のバイオマーカーとしての有用性が明らかとなった。 
特に、早期癌で組織学的に分化度の低い症例では、bMF 陽性症例は顕著に予後不良であ
ることから、bMF が早期の OSCC の強力なバイオマーカーとなる可能性が示唆された。              
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良であることから、bMF が早期の OSCC のバイオマーカーとなる可能性が示唆された。 
本研究成果は口腔扁平上皮癌の予後予測において有益な情報をもたらすものであり、博
士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員から評価をいただいた。 
 
 
